
補正予算など32件を審議、可決、承認

市議会９月定例会

行 政 報 告
平成24年度決算の概要
　一般会計決算などについては、４～８ページを、水

道事業会計決算については９ページをご覧ください。

平成24年度健全化判断比率および 
資金不足比率の報告
　市の比率はいずれも国が定めた基準を大きく下回り、

財政の健全化は確保されています。

議 　 　 案
専決処分の報告（第２回一般会計補正予算）
　８月１日に専決処分を行い、規定の予算総額に３億

3,000 万円を追加して、歳入歳出予算総額を 196 億

8,800 万円としました。これは、法人市民税の確定申

告に伴う予定納税分の還付の予算措置を早急に行うた

めのものです。

人権擁護委員の推薦
　９月30日、12月31日をもって任期満了となる人権擁

護委員３人の後任について、１人を再推薦し２人を新

たに法務大臣に推薦することについて意見を求めました。

市長表彰
　多年にわたる寄付により、市政の発展に貢献した市

外団体のスタンレー電気株式会社（東京都目黒区中目

黒二丁目９番 13 号）を表彰することについて同意さ

れました。

市固定資産評価審査委員会委員の選任
　９月 26 日をもって任期満了となった勝又規雄さん

の再任について同意されました。

市教育委員会委員の任命
　９月 30 日をもって任期満了となった委員の後任と

して、杉田博道さんを新たに任命することについて同

意されました。

延滞金の割合等の見直しに伴う関係条例の整備
に関する条例の制定
　地方税法の一部改正などに伴い、本条例を制定しま

した。

市営墓地条例の一部を改正
　墓地事業の健全な運営のため、墓所使用者の資格を

拡大しました。

改 正後／次のすべての条件を満たす方

　 ●市内に住民登録がある方または、市外に住んでい

て市内に通勤している方●市内に墳墓（傍系親族の

もの、改葬予定のものを除く）を有しない方

　市議会９月定例会が、９月２日㈪か
ら10月３日㈭まで行われました。平
成24年度決算、平成25年度補正予
算など32案件が審議、可決されまし
た。ここでは、行政報告と議案の一部
を紹介します。
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市水道使用条例の一部を改正
　市水道事業基本計画に基づく計画的な事業の実施、

安定した給水、健全経営のため、水道料金を見直しま

した。新料金は、平成 26 年６月分（２期分）から適

用されます。

新料金（税抜）

区分 料金

一般用

基本料金（１月につき） 超過料金

口径
（㎜）

基本水
量（㎥）

金額
（円）

水量
（㎥）

１㎥に
つき
（円）

13

10

900

10を
超える
分

13520 1,000
25 1,200
30 1,500

180
40 2,500
50 4,000
75 7,000
100 15,000

土地の取得
　新東名裾野東工事用道路用地として整備された市道

2443 号線と市道 3215 号線道路用地を１億 1,057 万

7,909 円で取得することが決まりました。

物品購入契約の締結
　平成 25 年度東富士演習場周辺消防施設（化学消防

ポンプ自動車）設置助成事業「化学消防ポンプ自動車

購入」契約は、6,699 万円で株式会社畠山ポンプ製作

所と契約することについて承認されました。

市職員の給与の臨時特例に関する条例を制定
　防災減災対策の財源の一部とするため、10 月１日

から平成 26 年３月 31 日までの間職員の給与の支給

額を減額します。

補 正 予 算
一般会計補正予算（第３回）
　既定の予算総額に 8,600 万円を追加し、歳入歳出予

算総額を 197 億 7,400 万円としました。

　歳出の補正の主な内容は、勤労者住宅建設資金貸付

金の増額、木造住宅耐震補強助成事業費の増額、市道

の維持修繕と新設改良の促進、千福大橋耐震補強事業

費増額、社会資本整備総合交付金事業費の平松深良線

街路費見直しなどです。

　歳入の補正の主な内容は、地域の元気臨時交付金の

交付に伴う道路橋梁費補助金の増額、県補助金の増額

に伴う木造住宅耐震補強助成事業補助金の増額、勤労

者住宅建設資金の現年と過年度償還による諸収入の増

額、事業費確定などに伴う市債の減額などです。

市国民健康保険特別会計補正予算（第２回）
　人件費の組み替えにより増額を行いました。既定の

予算総額に 124 万 1,000 円を追加し、歳入歳出予算総

額を 52 億 2,276 万 7,000 円としました。

市介護保険特別会計補正予算（第２回）
　人件費の組み替えによる減額と、前年度精算による

一般会計繰出金、国庫支出金等過年度分返還金と予備

費の増額を行いました。既定の予算総額に 5,826 万

3,000 円を追加し、歳入歳出予算総額を 25 億 9,606

万 3,000 円としました。

市下水道事業特別会計補正予算（第１回）
　人件費の組み替えによる増額と補助事業費の減額公

共下水道管渠実施設計委託費の増額を行いました。既

定の予算総額から 5,764 万 3,000 円を減額し、歳入歳

出予算総額を 10 億 6,735 万 7,000 円としました。

市水道事業会計補正予算（第１回）
　収益的支出の既定の予算額から 61 万 6,000 円を減

額し７億 9,038 万 4,000 円に、資本的支出の既定の予

算額に７万 2,000 円を増額し４億 9,307 万 2,000 円と

しました。

一般会計補正予算（第４回）
　既定の予算総額に 8,400 万円を追加し、歳入歳出予

算総額を 198 億 5,800 万円としました。

　歳出の主な内容は、庁舎太陽光発電設備等設置事業

のために委託料、工事請負費を増額するものと、

2013 全国餃子サミット、第４回全国餃子祭りのシャ

トルバスの運行や警備員の経費として、補助金を増額

しました。

　歳入の主な内容は、庁舎太陽光発電設備等設置事業

に伴う国庫補助金 4,200 万円と市債 2,500 万円などで

す。
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